
令和８年度　第１回津軽広域懇談会

次　　第

１ 開  会
２ 事務局長挨拶・事務局挨拶
３ 委員の紹介
４ 副座長の指名
５ 議  事
 （1）令和８年度津軽広域連合ソフト事業について
 （2）その他
６ 閉  会
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（1）令和８年度津軽広域連合ソフト事業について
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①津軽のものづくり体験教室
  （津軽の名人・達人バンク事業）
②連合だより発刊事業
③ふるさと探訪バスツアー
④広域情報発信事業
⑤津軽広域懇談会開催事業

【ソフト事業（基金運用益活用事業）】
　津軽広域活動推進基金の運用益を活用し、圏域住民に還元することを
　目的として様々な事業を実施
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【令和８年度津軽広域連合ソフト事業予算】

事 業 名 R8予算額（円） R7予算額（円） R8の内訳（千円）

①津軽の名人達人バンク事業

（ものづくり体験教室）
809,000 790,000

体験教室講師謝礼（3回分）36、印刷製本費（チラシ・

ポスター・バンク冊子）448、通信運搬費（チラシ等郵

送）164、会場借上19、その他

②連合だより発刊事業 454,000 475,000 印刷製本費232、通信運搬費（郵送）203、その他

③ふるさと探訪バスツアー 462,000 505,000
ツアー委託258、印刷製本費（チラシ・ポスター）

85、通信運搬費（チラシ等郵送）34、その他

④広域情報発信事業 755,000 312,000

印刷製本費（写真展、特派員チラシ）214、通信運搬費

（郵送、インターネット使用料）270、会場借上78、

機械借上（PC）74、その他

⑤津軽広域懇談会 272,000 264,000
委員報酬（10人×2回）205、旅費27、通信運搬（郵

送）12、その他

ソフト事業合計 2,752,000 2,346,000



①津軽のものづくり体験教室（津軽の名人・達人バンク事業）
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【津軽の名人・達人バンク】

 様々な分野で活躍する圏域の人材を講師として登録し、

 地域住民が講師や指導者として活用できる制度

【ものづくり体験教室】 

 ・名人・達人バンクに登録している講師を活用し、

  圏域市町村各地で実施

 ・年に３回実施（圏域住民対象、夏休み・冬休み中の

  子ども対象）



【ものづくり体験教室】第１回実施状況

津軽広域連合 5

８月11日（火・祝）圏域に住む子ども対象 

レジンキーホルダーづくり体験教室

場所：平川市図書交流施設「よみまる」2階 

   多目的ホール  

講師：cocoPri 對馬 宏美さん 



【ものづくり体験教室】第１回実施状況
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当初「定員３０名」
応募者多数により

↓
「定員３０名×午前午後
の2回開催」で実施



【ものづくり体験教室】前回からの改善点
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     保護者が動きやすい日程で設定すればよいのでは。

・保護者も参加しやすい、夏休み中の祝日に設定

・「小学生」に限定しないで募集した。
 （４歳から、親子での参加も歓迎）



【ものづくり体験教室】前回からの改善点
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・通知メールが確実に届く方法について

・「結果を受け取るメールアドレス」を記載させた 
・当選者に返信を依頼した。

・参加費の価格設定について

・講師が普段実施している価格程度に設定した。



（人）

4歳 5歳 6歳 小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 合計

10 6 8 12 28 24 24 21 5 1 139

兄弟での応募状況　　（組）

　　学年・年齢別

3人兄弟 2人兄弟

7 21
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【ものづくり体験教室】応募状況

・未就学児の応募も多かった
・約半数が兄弟での応募だった
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【ものづくり体験教室】実施後アンケート

学校からのお知らせ、
ポスター・チラシを見て
応募した参加者が多い
     ↓
子ども（小学生）対象の
場合は、チラシが有効
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【ものづくり体験教室】当日の様子

当日 ５８人の参加
↓

保護者の多くが
一緒に製作体験

お父さん・お母さんも
真剣に作っています
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【ものづくり体験教室】当日の様子

兄弟で・家族全員で
製作体験を

楽しんでいました



②連合だより発刊事業（第８０号）
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津軽広域連合の周知

↓

特集号として
津軽広域連合の
事業を紹介



【連合だより　第８０号（特集）】
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③ふるさと探訪バスツアー
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【目的】
・圏域の美しい自然・文化・歴史等の名所や施設
   を巡り、ふるさとの素晴らしい魅力を再発見・
   再認識する。
・圏域の文化を知る機会となるような体験をする。

【R8バスツアーの目的】 

 津軽地域で産出された木材を活用した木工体験や、
歴史・文化資源の見学、郷土料理の食体験、朗読劇
の鑑賞を通じて、地域資源の価値や特色への理解を
深める。

    



【ふるさと探訪バスツアー】ツアー内容
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わにもっこで

製作体験
大円寺見学

鰐COME＆　

大鰐温泉駅
大鰐線乗車

石戸谷家住宅
あかつきの会

昼食

津軽カタリスト

鑑賞

サンフェスタ

いしかわ



【ふるさと探訪バスツアー】委員のご意見より
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電車内でイベントが実施されていると楽しいのでは

りんごねぷた列車運行中
（200個のりんごねぷたが装飾）



【ふるさと探訪バスツアー】昨年度の申込状況から
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    R7申込状況
・7割以上が60代以上
・ハガキでの申し込みが多い
・R6より申し込みが減
 （R6 84人）

・申込方法→ハガキかメール
・参加費 5,000円→4,000円

ハガキ メール 合計
30代 2 2
40代 1 1
50代 5 3 8
60代 11 3 14
70代 14 4 18
不明 1 1
合計 30 14 44

申込方法年代



④広域情報発信事業【巡回写真展】
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【目的】

・津軽広域連合、関係市町村の事業周知

・圏域住民による地域の魅力発信

【巡回写真展】

・地域資源特派員による地域の魅力を伝え 

 るレポート（写真やイラスト）を活用し

 て、８市町村を巡る写真展を開催

（隔年）



【巡回写真展】前回からの改善点
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・展示期間を柔軟に設定しては
・スーパーなど立ち寄る場所に展示しては



【巡回写真展】展示の様子（田舎館・西目屋）
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※西目屋の写真
展の写真を貼付

  津軽広域連合の事業紹介二次元コードのアンケート実施



⑤広域懇談会開催事業
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【目的】

圏域住民の民意を広域連合の施策に反

映させるため、市町村から選出された

住民と学識経験者を委員として委嘱し、

津軽広域懇談会を開催。ソフト事業に

ついて協議している。

【R7内容】

第１回 R7.9.25（平川市庁舎・ねぷた
展示館見学）

第２回 R8.3.24（巡回写真展を再現）



【広域懇談会開催事業】津軽広域連合のビジョン
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【津軽広域連合の事業目的】

関係市町村が個別に行うより、連携することで

各種事務を効果的に実施する

地域振興発展

ソフト事業

行政サービスの維持向上

介護認定審査会運営

障害支援区分判定審査会運営

し尿等希釈投入施設管理運営

（津軽広域クリーンセンター）
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ソフト事業（地域振興発展）の
ビジョン

〇圏域住民が8市町村の魅力を
 再認識する
⇒観光面での魅力
⇒住みやすさ・暮らしやすさの魅力

行政サービス維持向上のビジョン

〇圏域市町村が共通で抱えている課題を
 探る
⇒広域で取り組める事務事業か検討する

・圏域の資源を有効活用し、持続可能な
　発展に取り組む
・圏域住民が津軽広域連合の仕組みを
　理解し、広域で取り組むべきことを
　考えていく

【広域懇談会開催事業】津軽広域連合のビジョン



令和８年度　第１回津軽広域懇談会
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ご意見等よろしく
お願いいたします。


